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2 腹腔鏡下に切除した直腸腫子宮内膜症の 1例
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症例は23歳,女性,過長月経をを主訴に当院産

婦人科を受診し,謄円蓋に腫癌性病変を指摘され
た.組織学的に子宮内膜が証明された.さらに直

腸診,大隅内視鏡検査では旺門縁より約 10cmの

部位に腫癌を認め,生検で子宮内膜が証明され

直腸腔子宮内膜症と診断された.若年者であり,

妊学性を可及的に維持したいと考え,腹腔鏡下直

腸切除術,腔壁部分切除術を行った.直腸壁の炎

症が強 ぐ ---･期的吻合後に予防的人工肝門造詣術を

行った,人工肝門は6遇後に閉鎖した.現在子宮

内膜症の再発はない.深部 子宮内膜症に対する腹

腔鏡 ド手術は難度の商いf-･術だが,技術の向上と

共に,安全に施行することができると考えられた.

3 化学放射線療法によりしⅠtがえらわた直腸癌

局所再発の 1例
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〔症例〕54才,女性.

【主訴】会陰部痛

【現病歴】平成 17年 10月24日,直腸がんおよ

び同時性肝転移に対して,近医にてMile'S手∴術,

肝部分切除衝 くStage勘 枢治療A)を施行され

た.平成 19年 1鼻弓より腺癌マ-力-の L昇と,

PET検査で膳耽周囲のFDG集積を認めたため,

再発を疑い加療目的に当科入院となった.

【経過】会陰都癖を伴う直腸がん局所再発と診

断 した.放射線増感作用を期待 したTS-1内服

は0m宮/冒,2投 2体)および,放射線外照射 (紘

裟70Gy)併用療法を開始 した.治療開始 2ケ月

後に腫痩マ-カーは正常化し,6ヵ月後のCTで

は,CRと考えられた.またPentazocinを使用し

ていたが,治療後鎮痛剤が不要となった.

E考察】TSli併用は放射線感受性を高め,外照

射単独よりも矧好制御に有用であり,従来の5FU
持続静注よりも簡便である.

【結語】TS-1併用放射線療法は有効な治療法

である.
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直腸癌の肝門転 移 は全直腸癌のl0/o以下と非常

に稀 とされている.肝門転移の機序としては血行

悼, リンパ行使転移が多いがその他に日脚Jの原発

巣か ら遊離した癌細胞が鋸半里則腸管の痔境や手術

癖痕などの粘膜路傷部に量mp呈anはtionすることに

より転移を来した症例が戴き;･されている,今回

我々は明らかな粘膜接傷部を肝門側 に有さないに

もかかわらず,肝門転移を来した直腸癌の 1例を

経験 したので報告する.

症例は70歳,男性.検診にて便潜血陽性であっ

たため近医受診し直腸 Raに進行 2型直腸癌を指

摘された.当科にて低位前方切除術施行後,外来

にてfollowupしていたが,術後6ケ月で旺門部

に腫癌を自覚 し直腸癌肝門転移の診断で当科入

院,腹会陰式直腸切断術を施行された.術後病理

診断にて直腸癌旺門転移の診断であった.現在術

後6ケ月で無病生存である.

【結論】虻門陰商からの implantationによる肛

門転移の可能性が考えられた.


